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附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、「
災
害
等
廃
棄
物
処
理
事
業
費
地
方
負
担
金
債

権
」
を
「
災
害
等
廃
棄
物
処
理
事
業
費
地
方
負
担
金
債
権

原
子
力
損
害
賠
償
負
担
金
債
権

」
に
改
め
る
部
分
は
原
子
力
損
害
の
補
完
的
な
補
償
に
関
す

る
条
約
の
実
施
に
伴
う
原
子
力
損
害
賠
償
資
金
の
補
助
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
百
三
十
三
号
）
の

施
行
の
日
か
ら
、「
少
年
院
等
補
導
作
業
費
債
権
」
を
「
少
年
院
等
職
業
指
導
及
び
職
業
補
導
作
業
費
債
権
」
に
改
め
る

部
分
は
少
年
院
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
五
十
八
号
）
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
管
理
又
は
監
督
の
地
位
）

第
二
十
一
条

研
究
所
に
係
る
通
則
法
第
五
十
条
の
六
第
二
号
に
規
定
す
る
管
理
又
は
監
督
の
地
位
と
し
て
主
務
省
令

で
定
め
る
も
の
は
、
職
員
の
退
職
管
理
に
関
す
る
政
令
（
平
成
二
十
年
政
令
第
三
百
八
十
九
号
）
第
二
十
七
条
第
六

号
に
規
定
す
る
職
員
が
就
い
て
い
る
官
職
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
財
務
大
臣
が
定
め
る
も
の
と
す
る
。

第
十
四
条
（
見
出
し
を
含
む
。）中
「
第
四
十
八
条
第
一
項
」
を
「
第
四
十
八
条
」
に
改
め
、同
条
を
第
十
八
条
と
し
、

第
十
三
条
を
第
十
七
条
と
す
る
。

第
十
二
条
中
「
第
五
条
第
二
項
」
を
「
第
二
十
一
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
六
条
と
す
る
。

第
十
一
条
中
「
第
三
十
八
条
第
四
項
」
を
「
第
三
十
八
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
五
条
と
す
る
。

第
十
条
を
第
十
三
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
事
業
報
告
書
の
作
成
）

第
十
四
条

研
究
所
に
係
る
通
則
法
第
三
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
主
務
省
令
で
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
こ

の
条
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

２

事
業
報
告
書
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

研
究
所
に
関
す
る
基
礎
的
な
情
報

イ

目
的
、
業
務
内
容
、
沿
革
、
設
立
に
係
る
根
拠
法
、
主
務
大
臣
、
組
織
図
そ
の
他
の
研
究
所
の
概
要

ロ

事
務
所
（
従
た
る
事
務
所
を
含
む
。）の
所
在
地

ハ

資
本
金
の
額
及
び
出
資
者
ご
と
の
出
資
額
（
前
事
業
年
度
末
か
ら
の
そ
れ
ぞ
れ
の
増
減
を
含
む
。）

ニ

役
員
の
氏
名
、
役
職
、
任
期
、
担
当
及
び
経
歴

ホ

常
勤
職
員
の
数
（
前
事
業
年
度
末
か
ら
の
増
減
を
含
む
。）及
び
平
均
年
齢
並
び
に
研
究
所
へ
の
出
向
者
の
数

（
監
査
報
告
の
作
成
）

第
二
条

研
究
所
に
係
る
通
則
法
第
十
九
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
主
務
省
令
で
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
こ
の
条

の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

２

監
事
は
、
そ
の
職
務
を
適
切
に
遂
行
す
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
者
と
の
意
思
疎
通
を
図
り
、
情
報
の
収
集
及
び
監

査
の
環
境
の
整
備
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
役
員
（
監
事
を
除
く
。
第
一
号
及
び
第
五

項
に
お
い
て
同
じ
。）は
、
監
事
の
職
務
の
執
行
の
た
め
の
必
要
な
体
制
の
整
備
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

研
究
所
の
役
員
及
び
職
員

二

そ
の
他
監
事
が
適
切
に
職
務
を
遂
行
す
る
に
当
た
り
意
思
疎
通
を
図
る
べ
き
者

３

前
項
の
規
定
は
、
監
事
が
公
正
不
偏
の
態
度
及
び
独
立
の
立
場
を
保
持
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
お
そ
れ
の
あ

る
関
係
の
創
設
及
び
維
持
を
認
め
る
も
の
と
解
し
て
は
な
ら
な
い
。

４

監
事
は
、
そ
の
職
務
の
遂
行
に
当
た
り
、
必
要
に
応
じ
、
研
究
所
の
他
の
監
事
と
の
意
思
疎
通
及
び
情
報
の
交
換

を
図
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

監
査
報
告
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

監
事
の
監
査
の
方
法
及
び
そ
の
内
容

二

研
究
所
の
業
務
が
、
法
令
等
に
従
っ
て
適
正
に
実
施
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
及
び
中
期
目
標
の
着
実
な
達
成
に

向
け
効
果
的
か
つ
効
率
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
意
見

三

研
究
所
の
役
員
の
職
務
の
執
行
が
法
令
等
に
適
合
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制
そ
の
他
研
究
所
の
業
務

の
適
正
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制
の
整
備
及
び
運
用
に
つ
い
て
の
意
見

四

研
究
所
の
役
員
の
職
務
の
遂
行
に
関
し
、
不
正
の
行
為
又
は
法
令
等
に
違
反
す
る
重
大
な
事
実
が
あ
っ
た
と
き

は
、
そ
の
事
実

五

監
査
の
た
め
必
要
な
調
査
が
で
き
な
か
っ
た
と
き
は
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
理
由

六

監
査
報
告
を
作
成
し
た
日

（
監
事
の
調
査
の
対
象
と
な
る
書
類
）

第
三
条

研
究
所
に
係
る
通
則
法
第
十
九
条
第
六
項
第
二
号
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
独
立
行
政
法

人
酒
類
総
合
研
究
所
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
六
十
四
号
。
以
下
「
研
究
所
法
」
と
い
う
。）の
規
定
に
基
づ
き
財

務
大
臣
に
提
出
す
る
書
類
と
す
る
。

第
十
七
条
を
第
二
十
二
条
と
し
、
第
十
六
条
を
削
る
。

第
十
五
条
（
見
出
し
を
含
む
。）中
「
第
四
十
八
条
第
一
項
」
を
「
第
四
十
八
条
」
に
改
め
、同
条
を
第
十
九
条
と
し
、

同
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
内
部
組
織
）

第
二
十
条

研
究
所
に
係
る
通
則
法
第
五
十
条
の
六
第
一
号
に
規
定
す
る
離
職
前
五
年
間
に
在
職
し
て
い
た
当
該
中
期

目
標
管
理
法
人
の
内
部
組
織
と
し
て
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
現
に
存
す
る
理
事
長
の
直
近
下
位
の
内
部
組
織

と
し
て
財
務
大
臣
が
定
め
る
も
の
（
次
項
に
お
い
て
「
現
内
部
組
織
」
と
い
う
。）で
あ
っ
て
再
就
職
者
（
離
職
後
二

年
を
経
過
し
た
者
を
除
く
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）が
離
職
前
五
年
間
に
在
職
し
て
い
た
も
の
と
す
る
。

２

直
近
七
年
間
に
存
し
、
又
は
存
し
て
い
た
理
事
長
の
直
近
下
位
の
内
部
組
織
（
独
立
行
政
法
人
通
則
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
六
十
六
号
）
の
施
行
の
日
以
後
の
も
の
に
限
る
。）と
し
て
財
務
大
臣
が
定

め
る
も
の
で
あ
っ
て
再
就
職
者
が
離
職
前
五
年
間
に
在
職
し
て
い
た
も
の
が
行
っ
て
い
た
業
務
を
現
内
部
組
織
（
当

該
内
部
組
織
が
現
内
部
組
織
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
他
の
現
内
部
組
織
）
が
行
っ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
前
項
の

規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
再
就
職
者
が
離
職
前
五
年
間
に
当
該
現
内
部
組
織
に
在
職
し
て
い
た
も
の
と
み
な

す
。

〇
財
務
省
令
第
十
六
号

独
立
行
政
法
人
通
則
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
六
十
六
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
独
立
行

政
法
人
酒
類
総
合
研
究
所
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日

財
務
大
臣

麻
生

太
郎

独
立
行
政
法
人
酒
類
総
合
研
究
所
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

独
立
行
政
法
人
酒
類
総
合
研
究
所
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
三
年
財
務
省
令
第
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
五
条
か
ら
第
七
条
ま
で
を
削
り
、
第
四
条
を
第
七
条
と
す
る
。

第
三
条
中
「
第
三
十
条
第
二
項
第
七
号
」
を
「
第
三
十
条
第
二
項
第
八
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
六
条
と
し
、
第
二

条
を
第
五
条
と
す
る
。

第
一
条
中
「
独
立
行
政
法
人
酒
類
総
合
研
究
所
（
以
下
「
研
究
所
」
と
い
う
。）」
を
「
研
究
所
」
に
、「
独
立
行
政
法

人
通
則
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
号
。
以
下
「
通
則
法
」
と
い
う
。）」
を
「
通
則
法
」
に
、「
の
主
務
省
令
で
定
め

る
業
務
方
法
書
に
記
載
す
べ
き
事
項
」
を
「
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
事
項
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
独

立
行
政
法
人
酒
類
総
合
研
究
所
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
六
十
四
号
。
以
下
「
研
究
所
法
」
と
い
う
。）」
を
「
研
究

所
法
」
に
改
め
、
同
条
を
第
四
条
と
し
、
同
条
の
前
に
次
の
三
条
を
加
え
る
。

（
通
則
法
第
八
条
第
三
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
重
要
な
財
産
）

第
一
条

独
立
行
政
法
人
酒
類
総
合
研
究
所
（
以
下
「
研
究
所
」
と
い
う
。）に
係
る
独
立
行
政
法
人
通
則
法
（
平
成
十

一
年
法
律
第
百
三
号
。
以
下
「
通
則
法
」
と
い
う
。）第
八
条
第
三
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
重
要
な
財
産

は
、
そ
の
保
有
す
る
財
産
で
あ
っ
て
、
そ
の
通
則
法
第
四
十
六
条
の
二
第
一
項
又
は
第
二
項
の
認
可
に
係
る
申
請
の

日
（
各
項
た
だ
し
書
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
財
産
の
処
分
に
関
す
る
計
画
を
定
め
た
通
則
法
第
三
十
条
第
一
項

の
中
期
計
画
の
認
可
に
係
る
申
請
の
日
）
に
お
け
る
帳
簿
価
額
（
現
金
及
び
預
金
に
あ
っ
て
は
、
申
請
の
日
に
お
け

る
そ
の
額
）
が
五
十
万
円
以
上
の
も
の
（
そ
の
性
質
上
通
則
法
第
四
十
六
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
処
分
が
不
適
当
な

も
の
を
除
く
。）そ
の
他
財
務
大
臣
が
定
め
る
財
産
と
す
る
。
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